
 

 

 

 

 

 
                           
 

 

 

 ■ 日本の選挙の原則 
 

・[1        ]…成年に達すればだれでも一票をもつ ・[2         ]… 一票の価値が平等 

・[3        ]… 誰に投票したかを秘密にできる  ・[4         ]… 有権者が直接投票する 

  

 ■ 主な選挙制度 

   ①[5          ]＝各選挙区で得票数一位の候補者が１人だけ当選する制度 

       ○ 強い政党同士の争いになりやすく、二大政党制になりやすい。＝政権は安定 

       × 一方、少数政党が勝つ見込みは薄く、少数意見が反映されない。 

・１位の候補者以外は落選となるため、[6      ]（落選者への票）が多くなる。 

 

   ②[7              ]＝１つの選挙区から二人以上の候補者が当選する制度。 

       ・これを縮小した中選挙区制と呼ばれる仕組みを、1993 年までの選挙で採用していた。 

 

③[8              ]＝１つの選挙区で、得票数に応じて当選者を配分していく制度 

          ○ 死票が少なく、民意を忠実に反映する 

        × 少数政党が議席を取る可能性が高まり、多くの党が乱立しやすい。＝政権は不安定に 

 

 
 
 

■ 衆議院選挙 … 従来は中選挙区制（一つの選挙区から３～５名の当選者） 
   

       同一政党での争いもあり、余分なカネがかかるという批判 
 

  1994 政治改革 → [９              ]並立制が導入（衆議院） 
 

    

 

 

 

 

 
 

⑴  小選挙区と比例代表の両方に立候補することができる[10          ]を認めており、 

      小選挙区で落選しても、比例代表で復活当選することがある。 

⑵  比例代表の当選者はあらかじめ名簿にて順位付けされている＝拘束名簿式 

    同順位の場合もあり、その際は小選挙区の惜敗率が高い方を優先的に当選させる 

(ⅰ) 選挙の原則 

(ⅱ) 日本の選挙制度 



■ 参議院選挙 
 

    

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

⑴ 選挙区と比例代表のどちらかに立候補することができる。衆とは異なるので要注意。 

  比例代表の候補者は順位付けされていない＝ 非拘束名簿式比例代表制 

  ⑵ どの政党が何議席獲得するかについては、衆議院と同様の方法で決定するが、 

実際の当選者は、候補者への票数が多い順に決められる。＝人気順で当選者を決定！ 
   

 

 

 

□ [11         ]：人口や議員定数の関係で、一票の価値に不平等が生じている。 

              ※2021 衆院選     倍 2022 参院選     倍 

 

解説       「一票の格差」とは？ 
 

  入試でも頻出となっているので丁寧に理解してほしいところ。右の表のように、同じ１人の当選者を出す 

選挙区で人口に差があると、一方では 3000 票を得たのに落選し、一方では 600 票でも当選…という 

事態が起きる。このように、１票の重みに差が 

生まれる問題を、一票の格差という。 

右の場合、この二つの選挙区間では 10 倍の格差が 

あるといえる。ちなみに最も格差が大きくなった 

選挙は衆で 4.99 倍(1972)、参で 6.59 倍(1992)と 

なっており、選挙区や定数の変更させながら格差是正に努めている。 

 

 □ 選挙運動の規制 ：[12         ]にて、立候補前の事前運動・[13       ]・署名運動を禁止 

           [14       ]…候補者に近い関係にある者が違反で逮捕されたとき、 

候補者自身が関係していなくとも当選が無効になる制度 
 

（ex）選挙運動の期間前後 

   左：選挙運動期間前、「本人」というタスキをつけて演説 

   右：選挙運動解禁後、「とよた真由子」というタスキで演説 
  

 

 

 [  ]年[  ]組[  ]番 名前[                   ] 

(ⅲ) 選挙をめぐる課題 



 

Work✎ 「ドント方式」にチャレンジ！ 
 

  比例代表の選挙で議席を配分するために用いられるのがドント方式。 

  政党に入る得票数を満遍なく配分するための方法である。実際にやってみよう！ 

  以下に架空の政党・架空の候補者名簿を載せた。それぞれの獲得議席はどうなるだろうか？ 

   

  スポーツ地方ブロック 定数 10  

政党名 サッカー党 バスケ党 バレー党 野球党 卓球党 

獲得票数 48,000 36,000 32,000 26,000 15,000 

 

 各政党の作成名簿 

政党名 サッカー党 バスケ党 バレー党 野球党 卓球党 

１位 久保建英 河村勇輝 石川祐希 大谷翔平 早田ひな 

２位 三笘薫 八村塁 高橋藍 山川穂高 張本智和 

３位 伊藤純也 渡辺雄太 西田有志 吉田正尚 伊藤美誠 

４位 堂安律 比江島慎 古賀紗理那 山本由伸  

５位 南野拓実 富樫勇樹  村上宗隆  

６位 遠藤航 富永啓生    

 

 ドント方式の計算表 

政党名 サッカー党 バスケ党 バレー党 野球党 卓球党 

獲得票数 48,000 36,000 32,000 26,000 15,000 

      

      

      

      

      

獲得議席      

 

  獲得議席数に応じて、当選する候補者を〇で囲もう！ 

  この方法によるいい点・悪い点をもう一度整理してみましょう。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 
                           
 

 

 

 ■ 日本の選挙の原則 
 

・[1 普通選挙  ]…成年に達すればだれでも一票をもつ ・[2 平等選挙 ]… 一票の価値が平等 

・[3 秘密投票  ]… 誰に投票したかを秘密にできる  ・[4 直接選挙 ]… 有権者が直接投票する 

  

 ■ 主な選挙制度 

   ①[5 小選挙区制  ]＝各選挙区で得票数一位の候補者が１人だけ当選する制度 

       ○ 強い政党同士の争いになりやすく、二大政党制になりやすい。＝政権は安定 

       × 一方、少数政党が勝つ見込みは薄く、少数意見が反映されない。 

・１位の候補者以外は落選となるため、[6 死票 ]（落選者への票）が多くなる。 

 

   ②[7 大選挙区制 ]＝１つの選挙区から二人以上の候補者が当選する制度。 

       ・これを縮小した中選挙区制と呼ばれる仕組みを、1993 年までの選挙で採用していた。 

 

③[8 比例代表制 ]＝１つの選挙区で、得票数に応じて当選者を配分していく制度 

          ○ 死票が少なく、民意を忠実に反映する 

        × 少数政党が議席を取る可能性が高まり、多くの党が乱立しやすい。＝政権は不安定に 

 

 
 
 

■ 衆議院選挙 … 従来は中選挙区制（一つの選挙区から３～５名の当選者） 
   

       同一政党での争いもあり、余分なカネがかかるという批判 
 

  1994 政治改革 → [９ 小選挙区比例代表 ]並立制が導入（衆議院） 
 

    

 

 

 

 

 
 

⑶  小選挙区と比例代表の両方に立候補することができる[10          ]を認めており、 

      小選挙区で落選しても、比例代表で復活当選することがある。 

⑷  比例代表の当選者はあらかじめ名簿にて順位付けされている＝拘束名簿式 

    同順位の場合もあり、その際は小選挙区の惜敗率が高い方を優先的に当選させる 

(ⅰ) 選挙の原則 

(ⅱ) 日本の選挙制度 



■ 参議院選挙 
 

    

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

⑴ 選挙区と比例代表のどちらかに立候補することができる。衆とは異なるので要注意。 

  比例代表の候補者は順位付けされていない＝ 非拘束名簿式比例代表制 

  ⑵ どの政党が何議席獲得するかについては、衆議院と同様の方法で決定するが、 

実際の当選者は、候補者への票数が多い順に決められる。＝人気順で当選者を決定！ 
   

 

 

 

□ [11 一票の格差 ]：人口や議員定数の関係で、一票の価値に不平等が生じている。 

              ※2021 衆院選 2.09 倍 2022 参院選 3.03 倍 

 

解説       「一票の格差」とは？ 
 

  入試でも頻出となっているので丁寧に理解してほしいところ。右の表のように、同じ１人の当選者を出す 

選挙区で人口に差があると、一方では 3000 票を得たのに落選し、一方では 600 票でも当選…という 

事態が起きる。このように、１票の重みに差が 

生まれる問題を、一票の格差という。 

右の場合、この二つの選挙区間では 10 倍の格差が 

あるといえる。ちなみに最も格差が大きくなった 

選挙は衆で 4.99 倍(1972)、参で 6.59 倍(1992)と 

なっており、選挙区や定数の変更させながら格差是正に努めている。 

 

 □ 選挙運動の規制 ：[12 公職選挙法 ]にて、立候補前の事前運動・[13 戸別訪問 ]・署名運動を禁止 

           [14 連座制 ]…候補者に近い関係にある者が違反で逮捕されたとき、 

候補者自身が関係していなくとも当選が無効になる制度 
 

（ex）選挙運動の期間前後 

   左：選挙運動期間前、「本人」というタスキをつけて演説 

   右：選挙運動解禁後、「とよた真由子」というタスキで演説 

 

 

 
  [  ]年[  ]組[  ]番 名前[                   ] 

(ⅲ) 選挙をめぐる課題 



 

Work✎ 「ドント方式」にチャレンジ！ 
 

  比例代表の選挙で議席を配分するために用いられるのがドント方式。 

  政党に入る得票数を満遍なく配分するための方法である。実際にやってみよう！ 

  以下に架空の政党・架空の候補者名簿を載せた。それぞれの獲得議席はどうなるだろうか？ 

   

  スポーツ地方ブロック 定数 10 

政党名 サッカー党 バスケ党 バレー党 野球党 卓球党 

獲得票数 48,000 36,000 32,000 26,000 15,000 

 

 各政党の作成名簿 

政党名 サッカー党 バスケ党 バレー党 野球党 卓球党 

１位 久保建英 河村勇輝 石川祐希 大谷翔平 早田ひな 

２位 三笘薫 八村塁 高橋藍 山川穂高 張本智和 

３位 伊藤純也 渡辺雄太 西田有志 吉田正尚 伊藤美誠 

４位 堂安律 比江島慎 古賀紗理那 山本由伸  

５位 南野拓実 富樫勇樹  村上宗隆  

６位 遠藤航 富永啓生    

 

 ドント方式の計算表 

政党名 サッカー党 バスケ党 バレー党 野球党 卓球党 

獲得票数 48,000 36,000 32,000 26,000 15,000 

÷１ 48000➀ 36000➁ 32000③ 26000④ 15000⑨ 

÷２ 24000⑤ 18000⑥ 16000⑦ 13000⑩ 7500 

÷３ 16000⑦ 12000 10666 8666 5000 

÷４ 12000 9000 8000 6500 3750 

      

獲得議席 ３ ２ ２ ２ １ 

 

  獲得議席数に応じて、当選する候補者を〇で囲もう！ 

  この方法によるいい点・悪い点をもう一度整理してみましょう。 


